
Press Release 2024.11.19  
 

中村キース・ヘリング美術館が特別協力 

「キース・ヘリング展 アートをストリートへ」 静岡市美術館にて 11 月 28 日より開催 

美術評論家の村田真氏と中村キース・ヘリング美術館ディレクターの Hiraku による対談 

「Art to the Streets 1980 年代と現在のキース・ヘリング」を 12 月 7 日に実施 

 

 世界で唯一のキース・ヘリングの美術館である中村キース・ヘリング美術館（山梨県・小淵沢）
は、静岡市美術館（静岡県・静岡市）で開催される「キース・ヘリング展 アートをストリート
へ」（会期：2024 年 11 月 28 日（木）～2025 年 1 月 19 日（日））の特別協力として監修および
約 140 点の作品を出品いたします。 
 本展は、総作品数約 150 点で構成され、キース・ヘリングがアーティストとして活動した 10 年程
の間に制作した作品の全容を概観する展覧会です。 
 展覧会の関連イベントとして、12 月 7 日（土）に「Art to the Streets 1980 年代と現在のキー

ス・ヘリング」と題した講演会を行います。1983 年の NY での取材写真を撮影した美術評論家の村
田真氏と、中村キース・ヘリング美術館ディレクターの Hiraku が、1980 年代から現代におけるヘ
リングの芸術性と評価について対談いたします。 
 本展覧会は 5 会場（東京都・兵庫県・福岡県・愛知県）を巡回し、最終会場となる茨城県近代美
術館(水戸)の全６会場で巡回展を予定しております。 
 

      
 
明るく、ポップなイメージで世界中から愛されているキース・ヘリング。 

ヘリングは「アートはみんなのために」という信念のもと、1980 年代のニューヨークで地下鉄駅構

内やストリート、つまり日常にアートを拡散させることで、混沌とする社会への強いメッセージを発

信し、人類の未来と希望を子どもたちに託しました。ヘリングが駆け抜けた 31 年間の生涯のうち創

作活動期間は 10 年程ですが、残された作品に込められたメッセージはいまなお響き続けています。 

本展は幅 6メートルに及ぶ大型作品や日本初公開含む約 150 点の作品を通してヘリングのアートを
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体感いただく貴重な機会です。社会に潜む暴力や不平等、HIV・エイズに対する偏見と支援不足に対

して最後まで闘い続けたヘリングのアートは、時空を超えて現代社会に生きる人々の心を揺さぶるこ

とでしょう。  
 

見どころ 

 
ヘリングを一躍有名にしたサブウェイ・ドローイングを一堂に 

今回展示されているキース・ヘリングの名前が世界に広く知られるきっかけとなったサブウェイ・

ドローイングプロジェクトの作品７点のうち、当館より２点の《無題（サブウェイ・ドローイン

グ）》を出品しています。他５点はニューヨークから出品され、この巡回展で日本初公開となりま

す。 

サブウェイ・ドローイングプロジェクトによって描かれた作品が、コミカルで明るい表現から、社

会への風刺を感じさせるものまで多彩な作風であったことや、ヘリングがすばやく作品を仕上げてい

く様子など臨場感をもってご覧いただけます。 

 
写真は福岡会場（福岡市美術館 2 階特別展示室） 

 
1980 年代から現在に至るキース・ヘリングの芸術性と評価、時代性を考える対談 

12 月 7 日（土）14時より、展覧会の関連イベントとして、美術評論家の村田真氏（BankARTスク

ール校長）と中村キース・ヘリング美術館ディレクターの Hiraku による対談「Art to the Streets 

1980 年代と現在のキース・ヘリング」を開催します。 

村田氏は 1980 年代、ニューヨークでヘリングに直接取材を行った経験を持ちます。当時の取材写真

を交えながら、若きヘリングの印象や 1980 年代のニューヨークのアートシーンについて貴重な証言

をお話しいただきます。さらに Hiraku とともに、1980 年代から現代におけるヘリングの芸術的評価

や大衆の中に活きているヘリングの作品について、それぞれの視点から考察を深めていきます。 
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イベント情報  

 

日時 2024 年 12 月 7 日(土) 14：00－15：30（開場 13：30） 

講師 村田真氏（美術評論家 / BankARTスクール校長） 
Hiraku（中村キース・ヘリング美術館ディレクター） 

会場 静岡市美術館 多目的室 

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町 17‐1 葵タワー3階 静岡市美術館 

参加料 無料 

定員 70名（予定） 

申込方法 静岡市美術館のWeb サイトのイベント情報をご確認ください。 
https://shizubi.jp/event/9958/ 

 

展覧会概要  

 

会期 2024 年 11 月 28 日（木）〜2025 年 1 月 19 日（日） 

定休日 毎週月曜日、12 月 29 日（日）〜1 月 1 日（水・祝）、1 月 14 日（火） 
※ただし 1 月 13 日（月・祝）は開館 
新年は 1 月 2 日（木）より開館 

開館時間 10:00〜19:00（展示室への入場は閉館の 30分前まで）  

会場 静岡市美術館 
〒420-0852 静岡県静岡市葵区紺屋街 17-1 葵タワー3F 

展覧会公式サイト https://kh2023-25.exhibit.jp 
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主催 静岡市、静岡市美術館 指定管理者（公財）静岡市文化振興財団、テレビ
静岡、中日新聞東海本社 

後援 静岡市教育委員会 

特別協力 中村キース・ヘリング美術館 

お問い合わせ 054-273-1515（代表） 

 

巡回情報 

 

水戸会場 2025 年 2 月 1 日（土）〜4 月 6日（日） 茨城県近代美術館 

 

＜本件に関する報道関係お問合せ先＞ 

PR担当：八木、木虎 

連 絡 先： pr_nkhc@keith.jp  

 


